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　富山県ＳＤＧｓ宣言において宣言した取組みの実施状況について、下記の通り報告します。

１　取組み期間　　　　　令和５年４月１日～令和６年 ３月 ３１日

２　取組みの実施状況

№

富山県SDGs宣言実施状況報告書

記

SDGsの達成に向けた目標と取組の実施状況

1

【目標】
海のプラスチックごみを減らし きれいな海と生き物を守る！(1)

【実施状況】
1)伏木港の魅力を知る。及び 伏木港 万葉埠頭 の おかっぱりポイントと現状を知る。
2)SDGs関連の新聞記事 から 学び知識を得る。

＜実施状況＞
・昨年に続き、わたくし共が取り組む ＳＤＧｓの推進について、 会合の中で繰り返し説明を行いました。
SDGs関連の新聞記事から、更に、幅広く知識を得ることができ、ステップアップしながら一歩一歩進めて意識を高め
ています。

2

【目標】
海のプラスチックごみを減らし きれいな海と生き物を守る！(2)

【実施状況】
3)海のプラスチックごみはどこから来るのか？ を良く理解して、
更に、プラスチックごみを減らす行動の具体策(ポスターの作製など) 及び 再資源化について整え 行動に移す。

＜実施状況＞
・4月1日に、１００万人のゴミ拾い活動の提唱者 荒川祐二氏を招いて、講演会を開催しました。100名の参加者の中、
ゴミ問題について更に理解を得ることが出来ました。荒川氏から、「 何でも本気で取り組めば必ず誰かが助けてくれ
る」ことを強調され教え頂きました。
・5月3日の１００万人のゴミ拾い活動を通じて、昨年に続く第2回目の、現地にて学生各位に対して漂流物の現状を説
明致し一緒に 考え/学ぶを行い、更に、海洋汚染問題に対する理解を深めることが出来ました。また、高岡市の協力
の基、ゴミ回収にも多くの参加者を得て、清掃奉仕ができました。(場所：伏木万葉埠頭 全375名参加)

3

【目標】
海のプラスチックごみを減らし きれいな海と生き物を守る！(3)

【実施状況】
4)海のプラスチックごみを減らす活動に協力頂く仲間を募る。
　(学校関係、企業・行政・自治会関係、協力団体、報道関係 など)
5)自治体SDGsモデル事業を参考に、活動資金について考え行動する。

＜実施状況＞
・昨年から引き続き、１００万人のゴミ拾い活動に参加の、高岡市立伏木中学校、富山県立伏木高等学校、富山県立
志貴野高等学校の3校を対象に、ポイ捨て禁止ポスターを募り、95点の作品が集まりました。そのうち、１7点の優秀
作品について、表彰及び展示を行い、広く見て頂き、報道と共に啓発活動に繋げました。また、ポスターをチラシ化に
して、あいの風とやま鉄道高岡駅構内で通勤・通学者にポイ捨て禁止を訴えるチラシを配布して、環境保全を呼びか
けました。
・市内等の各講習に積極的に参加して、SDGs推進への理解を更に深めました。


